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一

　

問
題
の

所
在

　

釈
迦
涅
槃
の

物
語
を
伝
え
る

偽
経
の

中
に

、

『

小
涅
槃
経
』

と
い

う
も

の

が

あ
る

。

『

小
涅
槃

経
』

は
、

「

般
涅

槃
を

得
た

釈
迦
が

、

生

母
摩
訶

摩
耶
の

嘆

願
に

よ

り
、

棺
か

ら

出

て

偈
を

説
く

」

と

い

う
所
謂
「

金

棺

出
現
」

の

物
語
を

中
心
的
な

内

容
と

す
る

が
、

訳
者
や

成
立

年
と
い

つ

た

情

報
は

未
詳
で

あ
り

、

こ

れ

ま

で

ほ

と

ん

ど

そ
の

存
在
は

知
ら

れ
て

い

な
か
っ

た
。

　

本

稿
で

は

「

小

涅
槃
経
』

の

存
在
と

そ
の

成
立
背

景
を

論
じ

る
。

主

に

奈
良
・

宗
祐
寺
所
蔵
仏

涅
槃
図
左
幅
賛
に

注
目
し

、

そ

れ

が

『

小
涅

槃
経
』

に

依
拠
す
る

こ

と
を

指
摘
す
る

こ

と
で

、

本

経
成
立

の

下
限
が

一

二

世
紀
末
か

ら
一

三

世

紀
初
め

頃
で

あ
る
こ

と

を

明
ら

か

に

し
、

さ

ら

に

そ
の

成
立

背
景
を

考
察
し

た
い

。

　
　、
一

　
『

小
涅
槃

経
』

と
は

（

一
）

金
館
出

現

　
ま

ず
、

『

小
涅
槃
経
』

の

中
心

的
な

内
容
で

あ
る

「

金
棺
出

現
」

に
つ

い

て

述
べ

て

お
こ

う
。

こ

の

物
語
は
、

南

斉
（

四

七

九

〜
五

〇
二
）

の

曇

景
（
生

没
年
未
詳
）

訳
『

摩

訶
摩
耶

経
』

（

以

ド
、

『
摩
耶
経
』

）

巻

下
に

初

め

て

確
認
で

き
る

。

「

摩
耶
経
」

巻
下
に

は
、

「

釈
迦
が

大
神
力
に

よ
っ

て
、

自
ら
棺
の

蓋
を

開
け
て

出
て

、

摩
耶

夫
人
に

偈
を

説
く

」

こ

と

が

記
さ
れ

て
い

る
。

　
こ

の

「

金

棺
出
現
」

の

物
語
を

保
持
す
る

文
献
は

、

　
A
『

摩
耶
経
』

の

所
説
を

直
接
ま

た

は

趣
意
で

引
用
す
る

文
献

　
B
『

摩
耶
経
』

を
も
と

に

作
ら

れ

た

『

仏
母

経
』

等
の

経
典

と

い

う
二

系
統
に

大
き
く
分
け
ら
れ

る
。

本
稿
で

は

主

に

B
系
統
に

注

目

す
る

。

B
系
統
の

『

仏

母
経
』

は

『

摩
耶

経
』

巻
下
か

ら

「

金

棺
出

現
」

の

物
語
を

抽
出
し

て

作
ら
れ

た

経
典
で

あ
り

、

と

く
に

八

世
紀
半

ば
か
ら

十
世
紀
頃
の

敦
煌
で

流
行
し

た
と

考
え
ら

れ
る

。
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実
は

、

こ

の

B
系
統
の

『

仏
母

経
』

と

こ

れ

か

ら

述
べ

る

『

小
涅
槃

経
』

は

ほ
ぼ

同

内
容
で

あ
り

、

同

系
統
に

属
す
る

と

考
え
て

良
い

。

（
二
）

『

小
涅
槃
経
』

テ

キ
ス

ト
の

問
題

　

中
国
の

文

献
資
料
上
か

ら

は
、

三

点
の

『

小

涅
槃
経
』

テ

キ
ス

ト

が

　

　
　
　
（

1
）

確
認
出
来
る

。

　
（
1

）

国
立
バ

イ
エ

ル

ン

図
書
館
所
蔵
写
本
（

元

〜
明
初
）

　
（
2

）

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
版
本
（
元
）

　
（
3

）

佚
名

『

諸
経
日
誦
』

収
録
文
（
明
頃

？）

　
上

記
三

点
は

い

ず
れ
も
元

代
か

ら

明
代
の

も
の

で

あ

り
、

こ

れ

ら

の

年
代
は
一

四
世
紀
を

遡
ら

な
い

で

あ
ろ

う
。

で

は
、

『

小
涅
槃
経
』

の

成

立
も
一

四

世

紀
頃
で

あ
ろ

う
か

。

実
は

、

さ

ら

に

古
い

テ

キ
ス

ト

が

存

す
る

。

す
な

わ

ち
、

奈
良
・

宗
祐
寺
所
蔵
の

仏

涅
槃
図
（

平
安
末

□

二

世
紀
末
］

か

ら
鎌
倉
前
期
［

＝
二

世
紀
初
め
凵

頃
の

作
。

以
下、

宗
祐
寺
涅
槃
図
）

の

賛
文
で

あ
る

。

　

宗

祐
寺

涅
槃

図
は

左
・

右
・

中

央
と

い

う
全
三

幅
で

構
成
さ

れ

る
。

左
右
両

幅
に

は

そ
れ

ぞ

れ

賛
が
記
さ
れ
て

お

り、

と

く
に

左

幅
賛
に

は

　

　
　
　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

へ

「

事
ハ

在
コ

小
涅
槃

経
亡

と
い

う
記
述

が

確
認
で

き
る

。

　

宗

祐
寺
涅
槃

図
に

関
す
る

専
論
と

し

て

は
、

中
野

［

一

九
七

九
］

が

　

　
　
　（
2

）

挙
げ
ら

れ

る
。

中

野
氏
は

、

こ

の

左
幅

賛
に
つ

い

て
、

内

容
か

ら

『

仏

母
経
』

と

の

関
連
を
指
摘
し
、

両

者
を
比

較
し

た
。

そ
の

結
果、

『

仏
母

経
』

と

賛
が

逐
語
的
に
一

致
し

な
い

の

は
、

『

仏

母
経
』

系
の

他
の

経
典

に

依
拠
し

た

か
、

賛
に

す
る

場
合
に

改
め

た

の

か

も
知
れ

な
い

と

述
べ

　

　
　
『

小
涅
槃
経
』

の

成

立
背
景
（

岸
　
田
）

て

い

る
（

中

野
［

一

九
七
九
］

八
四

−
八
八

頁）
。

中
野
氏
は
、

本
賛
を

『

小

涅
槃
経
』

に

依
拠

す
る

も
の

で

あ
る

と

し

な
が

ら
、

具
体
的
な
文
献
を

提
示
し
て

い

な
い

。

　
と
こ

ろ

が
、

こ

の

左

幅
賛
と

『

小
涅

槃
経
』

の

経

文
を

対
照
さ

せ

た

結
果

、

多
少
の

省
略
や

文
字
の

異
同
は

見
ら
れ

る

も
の

の
、

ほ

ぼ
一

致

す
る
こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

た
。

次
に

対
照
表
を
示
す

。

「

小
涅
槃
経
』

告

弟
子
優

波
離

、

．
汝

往
升
」

内
1

報

羇
知

。

爾

時

摩

耶

夫
人

、

在

仞

利
夬
上

、

受

諸

快

楽
。

刎
劇

於
一

唄
祠

子

時
、

得
六

種
悪
夢

。

（

中

略）

認

夢

未
訖

、

乃

見

報
人

優
波

細
従
空

而
来

。

爾
時

摩
耶
夫
人
間
言

、

尊
者

。

比

尋
常

。

爾
時一
倒

波

躙
ー

嚠
咽
報

言
、

仏
母

。

仏
母

。

三

界
大
師

、

忽

於
昨
夜
　
時

、

入
、

涅
一

。

金

棺

銀
槨

殯
臉

已

訖
、

鋼
弟
子

、

−

報

宗
祐
寺
涅
槃
図
左
幅
賛

鞴
l
塵1

179

側

臠
問
言
聖

人
々

々

／
何

因

形

容

憔

悴
面
無

精
Ψ

一

口

乾

爛

飄
並

尋

禦
鬮

面

奧
方

蘓
即
将

鑞
翹

飛

翻
夫
人

大

衆
…
…

／

N 工工
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『

小

涅
槃
経
』

の

成
立
背
景
（
岸

零
知

。

爾
時

摩
耶
夬

蟲

所
。

（
中
略）

如
来

。

如
来

。

吾
是
汝

母
、

汝
是

吾

子
。

創
摺
吾

翁

涅
槃

。

（
後
略
）

田
）

　

表
か

ら
、

左
幅
賛
の

大

部
分
が
『

小
涅
槃
経
』

致
し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

よ
っ

て

左

幅
賛
が

依
拠
し
た

の

は
、

野
氏
が

想
定
し
た

「

仏
母

経
系
の

偽
経
」

紀
に

は

存
在
し

て

い

た

『

小

涅
槃
経
』

で

あ
ろ

う
。

そ

う
す
る

と
、

こ

の

賛
は

キ

ス

ト

に

な

る

た

め
、

本

経
の

成
立

年
代
は
一

紀
初
頭
以

前
と

考
え
て

差
し

支
え
な
い

。

　
　

三

　
『

小
涅

槃
経
』

の

成
立

背
景

　

最
後
に

、

「

小
涅
槃
経
』

の

成
立

背
景
に
つ

い

て
、

先
行
す
る

『

仏
母

経
』

と

比
較
す
る

こ

と

で

考
察
し
て

い

く
。

　
『

仏
母

経
』

と

「

小
涅
槃
経
』

の

本
文
を
比
較
し

て

み

る

と
、

『

小
涅

槃

経
』

は

『

仏
母
経
』

か

ら

経
文
を

収
集
し

た

よ

う
な
内
容
と

な
っ

て

：・

…

吾
是

汝

母覧、

日

吾
子

ラ

既

摺
我

禽
瀏
槃
〈

事

在
小

涅

槃

経
…

能
繁
録
之

矣
〉

（

中

野
［

一

九
七
九
］

参
考
）

（

中
野

氏
の

読
み

と

異

な
る

字
は

太

字
で
、

判
読
不
能
な

字
は

…

で

示
し

た
。

ま
た

改
行
は

／
で

示
し
た

。

い

ず
れ

も
筆
者
に

よ
る

）

　
　
　
　

本
文
と

逐
語
的
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

　

で

は

な

く
、

実
際
に
一

四

世

の

本
文
そ
の

も
の

と

見
る
べ

き

　
『

小
涅
槃
経
』

の

最
も

古
い

テ

　
　
　

ニ

世
紀

末
か

ら
一

三

世

い

る
。

し

か

し

な
が

ら
、

『

仏
母
経
』

と

『

小
涅
槃
経
』

で

は

次
の

点
で

大
き
く
異
な
っ

て
い

る
。

．
『

小
涅
槃
経
』

に
は

、

「

諸
行

ハ

無
常

ニ

シ一
ア

、

是
レ

生

滅
ノ

法
ナ
リ
。

生

滅
ハ

　

滅
ン

已
リ

テ
、

寂
滅

ヲ

為
財

楽
ト

」

と

「

如
来

ハ

証
⊃

テ

涅
槃
づ

、

永
二

断
瀦

於

　

生

死
→

。

若
ン

能
ク

志
心

モ一
ア

聴
カ
ハ

、

常
二

得
ユ

無
量

ノ

楽
弓
」

と
い

う
『

大

　

般
涅
槃
経
』

所
説
の

偈
が

挿
入
さ

れ
て

い

る
。

．
『

小
涅
槃

経
』

に

は
、

『

仏

母
経
』

に

見
ら

れ

る

「

釈
迦
が

説
法
を

終

　

え
て

再
び

棺
に

帰
っ

た

後
、

摩
耶
夫
人
が

阿
羅
漢
果

を

証
す
る
」

描

　

写
が

無
い

。

　
『

仏
母
経
』

は
、

そ
の

経
題
か
ら

わ

か

る

通
り

、

摩
耶
夫
人

を
主
と
し

た

経
典
で

あ
る

。

し

か
し

な
が

ら
、

『

小
涅
槃
経
』

で

は
こ

の

部
分
が
省

か
れ
て

お
り、

ま
た

『

大
般
涅
槃
経
』

所
説
の

偈
が

挿
入
さ
れ

て

い

る
。

両

者
と

も
「

釈
迦
涅
槃
」

の

物
語
を

説
い

て

は

い

る

が
、

『

仏
母
経
』

は

「

摩
耶
夫
人
」

を
、

『

小
涅
槃
経
』

は

「

釈
迦

涅
槃
」

を
よ

り
強

調
し
て

い

る
点
で

、

両
者
に

は

相
違

が

見
ら
れ

る
。

　
こ

の

他
、

美
術
の

面
か

ら
も

「

小

涅
槃
経
』

の

成
立

背
景
を

探
る

こ

と

が
で

き

る
。

こ

こ

で
、

『

仏
母
経
』

の

経
題
に

注
目
し

た
い

。

こ

こ

ま

で

『

仏
母
経
』

と

述
べ

て

き
た

が
、

実
は

こ

の

経

典
の

写
本
の

中
に
は

『

大

般
涅
槃
経
仏
母
品
』

な

ど
、

「

大
般
涅

槃
経
』

に

仮
託
し
た

経
題
が

確
認
で

き
る

。

　

敦
煌
莫
高

窟
に

は
、

こ

の

『

仏
母
経
』

の

内
容
を

描
く
涅
槃
図

が
計

　
　
　
　
　
　
（

3）

四

点
確
認
さ

れ

る
。

そ

れ
ら
は

大
小

乗
の

『

大
般

涅
槃
経
』

や

若
那
跋

一 180一
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陀
羅
等
集
『

大
般

涅
槃
経
後
分
』

な

ど

に

説
か
れ
る

物
語
と

と
も
に

『

仏

母
経
』

の

所
説
を
描
い

て

い

る
。

そ
う
し

た
涅
槃
図
と

、

『

大
般
涅
槃
経
』

に

仮
託
し
た

経
題
が

個
別
に

存
在
し

た

と

は

思
わ
れ

な
い

。

つ

ま

り
、

『

仏
母
経
』

の

内
容
が

『

大
般
涅
槃
経
』

の
一

部
と

見
な
さ
れ

て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

経
典
と

絵
画
の

先
後
関
係
は

さ

て

お

き
、

『

仏
母
経
』

を

『

大
般
涅
槃
経
』

の

中
に

組
み

込
も
う
と

す
る

意
識
が

次
第
に

高
ま
り

、

そ
し
て

新
た

に

『

小
涅
槃
経
』

と

し

て

編
集
し

た

の

で

は

な

か
ろ

う
か

。

　
論
」

に
よ
っ

て

紹
介
さ

れ
て

い

る

（
『

東
ア

ジ
ア

の

宗
教
と

文
化
』

西
脇
常

　
記
教
授
退
休
記
念
論

集
編
集
委
員
会、

二

〇

〇
七

、

三
九

−
四
七

頁）
。

2
　
中

野
玄
三

「

宗
祐

寺
の

仏
涅
槃
図

に

つ

い

て
」

（

『

学

叢
』

創

刊
号、

　
一

九
七
九
）

。

3
　
『

仏

母
経
』

の

所
説
に

基
づ

く
涅
槃
図
は

以
下
の

通
り
。

第
一

四
八

窟
涅

　
槃
変
相
図

、

第
一

五

八

窟
涅
槃
図

、

第
四
四

窟
涅
槃
図、

第
六
一

窟
仏
伝
図

　
涅
槃
景
（

賀
世
哲
主

編
「

敦
煌
石

窟
全
集
七

法
華
経
画

巻
』

商
務
院
書
館、

　
一

九
九

九
、

一

四
八

−
一

七
三

頁）
。
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四

　
結
語

　

以

上
、

『

小
涅

槃
経
』

テ

キ
ス

ト

を

紹
介
し

、

本
経
の

成
立
背
景
に

つ

い

て

論
じ
て

き
た

。

中
国
の

文

献
資
料
か

ら
確

認
で

き
る

テ

キ

ス

ト

は

い

ず
れ
も
一

四

世

紀
以

降
の

も
の

で

あ
っ

た

が
、

実
は

奈
良
・

宗
祐
寺

涅

槃
図

左
幅
賛

に

よ
っ

て
、

本

経
の

成
立

年
代
が
一

二

世

紀

末
か

ら

＝
二

世
紀
ま
で

遡
る
こ

と
と

な
っ

た
。

　

ま
た

、

本
経
が
成
立
し

た

背
景
に

は

『

仏
母

経
』

や

涅

槃
図
と

の

関

係
が

想
定
で

き
る

。

『

小
浬
槃
経
』

に

先
行
す
る

『

仏

母
経
』

は
、

敦
煌

に

お
い

て

涅
槃
図
の

題
材
と

し

て

用
い

ら

れ

て

き
た

。

そ

の

中

で
、

『

仏

母

経
』

は

『

大
般

涅
槃
経
』

の
一

部
と

見
な

さ

れ

る
よ

う
に

な

り、

涅

槃

経
類
で

あ
る
こ

と

を
強

調
し

た

『

小
涅

槃
経
』

と
い

う
経
題

で

再

編

集
さ
れ

た
と

考
え
ら
れ
る

。

1
　
三

点
の

う
ち

、

（

1
）

と

（

2
）

は

す
で

に

西
脇
常
記
「

『

仏
母
経
」

小

『

小
涅
槃
経
』

の

成
立
背
景
（
岸
　
田
）

〈

参
考
文
献
〉

西
脇
常
記
「

『

仏
母
経
』

小
論
」

（
ク

リ
ス

テ

ィ

ア

ン
・

ウ
ィ

ッ

テ

ル

ン
、

石
立

　
善
編
『

東
ア

ジ

ア
の

宗
教
と

文
化
』

、

西
脇
常
記
教
授
退

休
記

念
論
集
編
集

　
委
員
会

、

二

〇
〇
七
、

二

三

−
五

三

頁
）

中
野

玄
三
「

宗
祐
寺
の

仏

涅
槃
図
に

つ

い

て
」

（

『

学
叢
』

創
刊
号、

一

九
七
九

、

　
八

四

−
九
五

頁）

賀
世
哲
主
編

『

敦
煌
石
窟
全
集
七

法
華
経
画
巻
』

（

商
務
院
書
館、

一

九
九
九）

（

本

稿
は

、

平
成
二

十
六

年
度
本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団
慶
華
奨
学
金
の

成

果

の
一

部
で

あ
る

。

）

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

　
『

小
涅
槃
経
』

、

涅
槃
図

、

金
館

出
現、

『
仏
母
経
』

　
　
　
　
（

龍
谷
大
学
大
学
院

）
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